
高
校
生
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ブ
な
ど
）

▼
募
集
内
容=

【
ア
イ
デ
ア
部
門
】
①
生
活

用
品
②
福
祉
医
療
用
品
③
環
境
エコ
用
品
④

ス
ポ
ー
ツ
学
習
用
品
⑤
そ
の
他
【
作
品
部
門
】

も
の
づ
く
り
、
科
学
、
理
科
、
農
業
、
林
業

な
ど
の
分
野
に
関
す
る
作
品
を
作
製
（
作

品
の
写
真
を
添
付
）　

▼
選
考
方
法
＝
新
規

性
・
独
創
性
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
書
類
審
査

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
（
ア
イ
デ
ア
部

門
は
原
則
、
書
類
審
査
の
み
）　

▼
表
彰
＝

【
ア
イ
デ
ア
部
門
】
最
優
秀
賞
１
点
（
賞
状
、

賞
金
３
万
円
）、
優
秀
賞
２
点
（
賞
状
、
賞

金
１
万
５
０
０
０
円
）、
入
選
２
点
（
賞
状
、

賞
金
５
０
０
０
円
）【
作
品
部
門
】
最
優
秀

賞
１
点
（
賞
状
、
賞
金
10
万
円
）、
優
秀
賞

２
点
（
賞
状
、
賞
金
５
万
円
）、
入
選
２
点

（
賞
状
、
賞
金
２
万
円
）　

▼
申
し
込
み
＝

豊
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う

え
、９
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵

送
に
て

▼
豊
橋
市
商
工
業
振
興
課

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
２
５

shokogyo@
city.toyohashi.lg.jp

http://w
w

w
.city.toyohashi.lg.jp/7303.

htm

防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

▼
種
別
＝
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習　

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

す
る
防
火
対
象
物
の
関
係
者
①
遊
技
場
・

飲
食
店
・
店
舗
・
病
院
な
ど
で
収
容
人
員

30
名
以
上
か
つ
延
べ
面
積
３
０
０
㎡
以
上

②
共
同
住
宅
・
工
場
・
事
務
所
な
ど
で
収

容
人
員
50
名
以
上
か
つ
延
べ
面
積
５
０
０

㎡
以
上
③
火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
者
が
入
所
す
る

社
会
福
祉
施
設
な
ど
（
避
難
困
難
施
設
）

で
収
容
人
員
が
10
名
以
上　

▼
日
時
＝
10

月
２
日
（
木
）・
３
日
（
金
）
の
い
ず
れ

も
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館
（
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室
）

▼
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
申
し
込

み
＝
９
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）
の

期
間
に
消
防
課
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
写
真
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）２
枚
を
張
り
付
け
て
提
出（
受

講
料
は
当
日
、
受
付
に
て
）

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

「
高
校
生
技
術
ア
イ
デ
ア
賞
」

ア
イ
デ
ア・
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

▼
対
象
＝
東
三
河
地
域
に
在
住
・
在
学
の
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◉申込資格　平成26年８月１日時点で、医学部大学生、医
学部大学院生および医師で臨床研修、専門研
修を受けている方、または受けようとする方

◉貸与人数　若干名
◉貸与資金の種類と金額・期間

※修学資金等は、重複して申請できますが、貸与期間は通算する
ものとし、原則６年間を限度とします。

◉申込期間　９月19日金まで　※締切日必着

◉申込方法　健康課にある貸与申請書（市ホームペー
ジからもダウンロード可）に必要事項を
記入のうえ必要書類を添えて直接提出　
※詳細は応募要領をご覧ください。

◉選考方法　書類審査および面接
◉次の条件に該当する場合、貸与した修学資金等の返
　還を免除します。

1臨床研修、専門研修または大学院の課
程を修了後、原則として直ちに特定従事
医師（産科・小児科）として、修学資金等の
貸与期間の３分の２に相当する期間を市
内の公的医療機関に勤務したとき
2臨床研修、専門研修または大学院の課
程を修了後、原則として直ちに特定従事
医師以外の医師として、修学資金等の貸
与期間に相当する期間を市内の公的医療
機関に勤務したとき
※貸与期間が短い場合でも、３年以上の勤務期間
が必要です。

◉問合先・提出先
田原市役所　健康課
☎２３局３５１５ 　２３局３８１０
　 http：//www.city.tahara.aichi.jp/

田原市医師確保修学資金等の申し込み
地域医療における医師確保を図るため、将来医師として田原市内の公的医療機関（厚生連 渥美病
院）に勤務する意志のある方を対象に、修学に必要な資金をお貸しします。

名称 貸与金額 貸与期間

大学生修学資金 月額２０万円 正規の修学期間
（６年間を限度）

大学院生修学資金 月額２０万円 正規の修学期間
（４年間を限度）

研修資金 月額１０万円 ５年間を限度

再募集 


